
令和７年度 第１回松本市文化芸術振興審議会 

  次 第 

 

 

日 時 令和７年９月１１日(木) 

午前１０時～午前１１時３０分 

場 所 大手公民館２階 視聴覚室 

 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

３ 委員紹介・正副会長選出 

 

４ 会議事項 

松本市文化芸術推進基本計画の中間評価について 

⑴ 基本計画の概要及び策定経過 

⑵ 中間評価の実施について 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会                   

 

 



「松本市文化芸術推進基本計画」の中間評価の実施について 

 

１ 趣旨 

「松本市文化芸術推進基本計画」（令和３年度策定、令和６年度改訂）の第３章の２

（基本計画の評価検証）に基づき実施するもの。令和７年度は計画期間の中間年にあ

たるため基本計画推進の効果検証を行う。 

 

２ 市民アンケート（意向調査）の実施方法 

⑴ 対象者 市民及び市内で活躍する個人・団体（アーティストバンク登録者） 

⑵ 内 容 各評価指標に対する質問項目を設定し、アンケート調査によりデータ

を分析 

⑶ 依頼方法 

ア 市民：松本市公式 LINE で配信し、電子回答 

     ※市内在住登録者数（配信先）は約２万人 

※Ｒ３時調査対象者は 2,000 人（回答者数 786 人・回答率 39.3%） 

イ アーティストバンク登録者：Ｅメールを送付し、電子回答 

※登録数：約 100 団体 

⑷ 調査期間 １０月中旬から２週間 

 

３ 評価検証の方法 

⑴ アンケート項目の整理 

ア 評価指標が計画策定時（Ｒ３）と同様の場合は、当時の内容を流用 

イ 施策の方向性に対する評価や、社会情勢の変化等を踏まえ項目化 

⑵ アンケート結果の集計 

評価指標及び新規に調査した事項の現状値算出 

⑶ 集計結果の分析 

ア Ｒ３値と目標値の比較と、取組み実績等を加味して分析、評価を行う。 

イ 分析結果を踏まえ、計画最終年（Ｒ１２）に向けて必要な取組み等を再検討

する。 

 

４ スケジュール 

Ｒ７．９～１０月  市民アンケート実施に向けた内容精査 

１０月中旬～ アンケート実施 

１１月～   アンケート結果集計、情報整理、評価検証 

Ｒ８．１月     第２回審議会に結果報告、今後の対応を協議 

３月     松本市議会に報告 

資料１ 





【松本市文化芸術推進基本計画　中間評価項目整理表】

基本施策 施策の方向性 評価指標（R6) R3値 備考

目標１　市民のだれもが自由に文化芸術に親しむことができる

①文化芸術に触れる機会の充実 松本市の文化芸術施策に対する満足度 36.7% Q15 市の取り組み（満足度）

ー Q4 街なかで気軽に文化芸術に触れる機会の提供（満足度）

48.7% Q5 質の高い鑑賞機会の提供（満足度）

ー Q6 文化財・歴史的遺産に触れられる機会の提供（満足度）

②多様な情報の発信 文化芸術に関する情報の発信に対する満足度 33.6% Q3 文化芸術に関する情報発信（満足度）

ー Q16 どのような媒体から情報を得ているか
有効な情報発信の手段を把握するため追加調査
（Ｒ３にも実施）

①アートと社会をつなぐ相談・支援窓口の設置 文化芸術に関する情報の発信に対する満足度 33.6% Q3 文化芸術に関する情報発信（満足度）

ー Q17 中間支援組織「アート事業部」を知っているか 最終評価（Ｒ11）時に満足度を調査

②文化芸術イベントのサポーターの育成 文化ボランティアに参加したいと思う人の割合 81.6% Q19 どんな場合にイベントのサポーターとして参加したいか

ー Q18 サポーターとして文化芸術イベントに参加したことがあるか

③表現の場の創出 文化芸術活動の場の提供に対する満足度 25.1% Q7 日頃の文化芸術活動の発表の場（満足度）

文化芸術活動の発表機会の提供に対する満足度 22.6% Q8 文化芸術活動の発表機会の提供（満足度）

④顕彰 文化芸術に関する情報の発信に対する満足度 33.6% Q3 文化芸術に関する情報発信（満足度）

アーティストの発掘及び支援に対する満足度 9.8% Q10 アーティストの発掘・支援（満足度）

ー Q20 文化芸術表彰・受賞者について知っているか 「顕彰」の認知度を調査

目標２　松本独自の文化芸術を継承しながら、新しい松本の文化芸術を創造する

①伝統工芸・民藝・クラフト文化の発展 工芸等文化芸術に関連する産業の振興に対する満足度 19.0% Q14 工芸など文化芸術に関連する産業の振興（満足度）

②松本独自事業の更なる展開 市の魅力を向上するために文化芸術活動が必要と答えた割合 95.6% Q21 誇りに思うことや市の魅力向上のための文化芸術活動

36.7% Q15 市の取り組み（満足度）

43.5% Q11 文化財保護のための取り組み（満足度）

42.1% Q12 文化財などの観光への活用（満足度）

③新たな事業の展開 市の魅力を向上するために文化芸術活動が必要と答えた割合 95.6% Q21 誇りに思うことや市の魅力向上のための文化芸術活動

①地域の文化財の保存と活用 文化財保護のための取組みに対する満足度 43.5% Q11 文化財保護のための取り組み（満足度）

文化財等の観光への活用に対する満足度 42.1% Q12 文化財などの観光への活用（満足度）

②地域の伝統・民俗芸能の継承 地域の伝統行事などの後継者育成の促進に対する満足度 10.5% Q13 地域の伝統行事などの後継者育成の促進

ー Q22 機会があれば、地域外の伝統行事やお祭りに参加したいか 今後の取組みの参考とするため追加調査

目標３　さまざまな分野との連携により、課題解決や地域の活性化につなげる

①教育分野との連携 子どもの文化芸術に触れる機会の提供に対する満足度 27.5% Q9 子どもの文化芸術に触れる機会の提供（満足度）

②健康、医療、福祉分野との連携 健康、医療、福祉分野等における文化芸術の活用事業数（年間） なし なし 別途調査（病院局や福祉ひろば等への聞き取り）

③観光分野との連携 文化財等の観光への活用に対する満足度 42.1% Q12 文化財などの観光への活用（満足度）

Q23 観光連携が地域活性化につながっていると感じるか 地域活性化に対する実感と取組みの効果を追加調査

④関係機関の連携強化 文化芸術団体の交流機会の提供数（年間） なし なし 別途調査（関係団体等への聞き取り）

評価指標に対する質問項目（R7)

文化財・伝統芸能の保存と継承

さまざまな分野との連携による
地域の課題解決

市民の文化芸術に親しむ機会の
拡充

文化芸術活動者への支援の充実

「松本らしさ」を代表する文化
芸術の更なる発展

R3アンケートで特に選択率が高かった「大規模なイ
ベント実施」「文化財の保存・活用」に対する満足
度を参考データとする

R3アンケート「文化芸術が日常にあふれているとは
どのようなことか」で特に選択率が高かった４項目
に対する満足度を追加調査

（資料２-１）満足度項目は「満足している」「やや満足している」の合計値
黄色：評価指標と定められている項目（計画35ｐ)
無着色：検証のため補足調査する項目


